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からも見出される。

2. Ampedus japonicus japonicus Silfverberg, 1977

アカアシクロコメッキ(1早）（図l, 3)

本州から九州にかけての雑木林に広く分布する

種である。 体長は7~8mm内外、 黒色で両側は平

行状、 触角は黒色で肢は赤褐色である。 豊根村

からは大平(1980)がA. rufipes Lewisの学名で

三沢と茶臼山から記録している。 また、 富山村か

らは山崎(1975)が日本ケ塚山、 大平(1984)が

大沼と日本ヶ塚山から記録している。 しかし、 古

真立からはこれが最初の記録である。

3. Ampedus masatakai Ohira, 2007

マサタカアカコメッキ（lむ（図1. 2)

愛知県の岡崎市池金町， 豊川市（音羽町） ， 新城

市作手玖老勢からの標本に基づいて新種として筆

者が記載した体長9~10mm内外で黒色、 上翅が赤

褐色をした種である。 触角は黒色で肢は黒褐色、

前胸背板や上翅表面に生じる体毛は黒色である。

本種の雄交尾器や触角の基部節は原記載で示して

おり、 分布の概要は大平(2008)が報告している。

古真立では、「みどり湖」畔の樹木の梢の葉先を

スイ ー ピングして見いだした。 今後雌個体も含め

てより詳しい形態を示して同定の参考にしたいと

思っている。

引用文献

1.山崎隆弘(1975)日本ヶ塚山のコメッキムシ。

三河の昆虫 ． （9) : 34-35.
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3. -------------(1980)愛知県数根村の動物コメッキムシ科- :

204-207.（豊根村教育委員会）
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(14) : 1-11.
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豊川市黒坂町でヒメタイコウチを採集

豊田市黒板町（旧下山村黒板）の山中に、 下山

バ ークパークと呼ばれている広大な茶畑と乗馬ク

ラブや散歩道などが開けた場所がある。 標高がな

いので山地性の種は少ないが、 春から初夏には里

山の雑木林性の種が多く分布している。

筆者はここで体長18mmのヒメタコウウチの雄

を採集したので報告する。 本種は下山地域からは

最初の記録ではないかと思われる。

なお、 この調査は豊田市史資料蒐集のため行っ

たもので、 同行して支援をいただいた山崎隆弘氏

に心から御礼申しあげる。

大 平 仁 夫

標本：l d'. 19-VI-2008,大平採梨。
（図示した個体体長18mm)。
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図4 ， 畝部東町矢作川河川敷

秋になっても活動しているのでこの時期の調査は

有効である。 おもに河川敷に生息しているため、

このような環境下で見出すことができる。

5.フタ コ ブルリハナカミキリ

Stenocorus caerulepennis (Bates)

lex．， 羽布町下山バ ー クパーク， 14-VI-2008.

体長17-25呻でハナカミキリの仲間では大形で、

温帯の樹林性の種で花上に来る。 愛知県では絶滅

危惧種(NT) とされている。 本県では珍しいも

ので稲武町駒ヶ原（河路1984)の記録が唯一であ

ったが、 最近、 面ノ木園地(2006)から見出され

ている。 今回のはそれよりも南部にあたる低山地

から得られた。

図5羽布町下山バークパ ー ク産

6. ヨコ ヤマトラカミキリ

Epiclytus yokoyamaiKano

lex., 西広瀬町， 29-N-2008.

体長7-9.5mmで4 ~ 5月に出現し、 本朴Iや四国に

図6 ， 西広瀬町産

分布する。 愛知県では三河本宮山を中心とした地

域では比較的よく見られるが、 豊田市からの記録

では、 山中町（蟹江2005)、 能見山（湯沢ほか

1990)があるにすぎない。

7.キヌツヤミズクサハムシ

Plateumaris sericea (Linnaeus)

lex ． ， 御内町田之士里， 2-V -2008 ; lex., 羽布

町根山， 12-V-2008.

図7 ． 御内町田之士里産

体長6.5-llmmで湿地のスゲ類などの花に集まる

大陸系の種である。 4~5月頃山間部の湿地で見

られるが、 記録としては少ない。 豊田市からはす

でに田之士里（高橋1988) で記録がある。 本種は

湿地という特殊環境下の依存種であることから開

発による影響を受けやすく、 愛知県の絶滅危惧種

(NT) に指定されている。
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12. ヒゴトゲハムシ 引用文献

Dactylispa higoniae (Lewis) 1)愛知県(1990)愛知県の昆虫（上）愛知県農地林務部

lex． ， 西広瀬町， 24-VI-2008 ; lex., 羽布町根山， 自然保護課

16-VIll-2008 ; lex., 勘八町勘八牧場， 24-IX-2008. 2)安城市史編集委員会(2005)新編安城市史II資料編

図12．西広瀬町産

体長3.8-4.5mmで、 本州以南に分布する暖地系の

種である。 ムラサキシキブや、 ヤプムラサキから

得られるが少ない。 今のところ愛知県では豊田市

（蟹江2005)の記録があるが、 まだ本市以外から

は見出されていない珍しい種である。

12. タカハシトゲゾウムシ

Dinorhopala takahashii (Kono) 

lex., 東大林町三河高原牧場， 20-N-2008.

体長4mm内外の小形であるが、 珍奇な形状をし

た種である。 愛知県では新城市の船着山（山崎

1978)、 作手黒瀬（山崎1990)、 本宮山の暗闇渓谷

（穂積1985)などからの記録がある。 農田市から

は蘭町（山崎1992)の記録があるが、 春季にヤマ

ザクラなどから希に採梨される程度である。

図13，東大林町三河高原牧場産

別冊安城市動物目録 ．（安城市） ．

3)土井久作（1938)名古屋付近に産する二 ， 三の注目す

べき昆虫 ． 昆虫研究，2(1) : 12-14. 

4)長谷川道明・吉冨博之(1998)愛知県のネクイハムシ

類 ． 豊橋市自然史博研報，（8) : 41-46. 

5)穂積俊文( 1 9 58 )東海甲虫誌（ 5) :佳香蝶 ， 9

(33) : 3-8. 

6)穂積俊文(1985) 1985年初夏 ， 竺河本宮山の中虫 ． 竺

河の昆虫 ，（32) : 182-184. 

7)岩崎博・熊江昇(1990)愛知県のオサムシ科 ． 愛知

県の昆虫（上） ：309-338. 

8)蟹江 昇(2005)農田市の昆虫類・甲虫目． 豊田市自

然環境調査報告書（資料編） ：161-236. 

9)河路掛吾（1984) 1982年駒ヶ原高原で採集したカミキ

リ ． 三河の昆虫 ，（31) : 155-158. 

10)神谷一男(1955)奥三河の昆虫相 ． 北設山岳及鳳来寺

山県立公園 一帯の自然科学：33-70.

11)西山 武(1980)森林公園の昆虫 ． 森林公園刊 ．

12)大塚 箔(1999)名古屋市名東区東部～南部地域の中

虫類（第2報） ． 佳香蝶，51(199) : 41-44.

13)高橋和宏(1988) ネクイハムシ類 1987年の採集記録 ．

Donaciist, (2) : 22. 

14)田中 蕃ほか(2000)矢作川河岸能見公園～鵜の首

橋間の昆虫 ． 矢作川研究：（4) : 19-59. 

15)山崎隆弘(1978)三河地方で採集した珍しい甲虫（そ

の3). 三河の昆虫 ， （21) : 81-83. 

16)山崎隆弘(1992)三河地力で採巣した興味ある雑甲虫

類 ． 三河の昆虫 ，（39) : 337-338. 

17)山崎隆弘(2001)旭町のl：胆虫目・ハムシ科． 旭町の昆

虫 ，（36) : 248-255. 

18)山崎隆弘(2005)愛知県小坂井町のテントウムシ類 ．

虫譜 ， 44(1) : 26-29. 

19)吉鶴靖則（2003)昆虫・コウチュウ類 ． 燐明市史・資

料緬・補7 •自然：284-325. 豊明市．
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Menida violacea Motschulsky.1861 

小田敷7-\'1-1997.lex. 

12)アオクサカメムシNezara antennata Scottl874 

下田 ．1-VIII-1995.lex.24-VIII-1995.lex.L． ：上小田，25-V-

2002.lex.

13)ミナミアオカメムシNezara vividula

(Linnaeus.1758)下田4-VIII-1995.lex.(L)暖地性

の種であるが、 90年代ごろから各地で見いだされ

るようになった種である。

14)ツノアオカメムシ

Pentatoma japonica (Distant.1882) 

上小田 ，10-IX-1996.1 ex.L.22-IX-1997.1 ex．：奈根，8-X-

2002.lex．山地性の代表的な種であり、 奥三河山岳

地方ではふつうに産する。

15)イチモンジカメムシPiezodorus hybneri

(Gmelin.1789)下田1-VIII-1995.lex.L． ：上小田15-\'I-

1996.lex. (L). 

16)チャバネアオカメムシ

Plautia crossota stali Scott.1874

下田，l-VIII-1995.lex.L．：上小田 ，25-V-1996.lex.(L). 

17)タマカメムシSepontia aenea Distant,1883 

上小田 ．8- \'1-1998.lex．小型種であり、 報告例が少な

い種である。

エビイロカメムシ科Phyllocephalidae

1)エピイロカメムシGonopsis紅五nis(Uhler.1860)

東山，18-IX-1996.lex.

ツノカメムシ科Acanthosomatidae

l)セアカツノカメムシAcanthosoma denticauda

J akovlev.1880 東山 ．23-V-1996.lex ． ：御園 ，8-l.X-

1998.lex．：上小田，2-l.X-2002.lex.

2)オオッノカメムシ Acanthosoma giganteum

(Matsumura,1913)大栗毛林道24-W-1992.lex暖

地性の種であるが、 かなりの内陸地まで生息して

いたことになる。

3)アオモンツノカメムシDichobothrium nubilum 

(Dallas.1851)名場13-Vlll-1997.lex.(L). 

4)ベニモンツノカメムシ

Elasmostethus humeralis Jakovlev,1883 

椛の湖20-Vlll-1992.lex．：上小田 ．26-Vlll-1996.lex.

5)エサキモンキッノカメムシSastragala esakii 

Hasegawa,1959上小田 ，15-Vll-1996.lex.

以上25 科113種を記録した。 これまで東栄町は

調査の空白地帯であり、 この試料が埋め合わせを

する恰好の材料ともなった。 この中で、 サシガメ

科の種を多く産していることは、 通常の採集では

得られないことが多く、 例えば、 マダラカモドキ

サシガメは薪などの中から見いだされる種であ

り、 自宅周辺の耕作などを通じて地に着いた調査

が反映されていることを物語っているものと思わ

れる。 また、 ツノカメムシ科の種が少ないことは

奥三河山岳地方との異なりを示している。 標高が

低いところで170m、 高いところで明神山の1016

mである。 いわば平地と山岳との中間的な地域で

あると位置づけられる。

参考文献

l)浅岡・家城(1990)愛知県の異翅且愛知県の（上） ．

愛知県

2)束栄町役場綱(2007)束栄町史．東栄町

3)矢崎充彦・石田和男(2008)束海地方の水生半翅類

佳香蝶60 (234) :165-200．名古屋昆虫同好会

サトヤマシモフリコメッキの新分布地

サトヤマシモフリコメッキ(Ac t e n i c e r u s ここに追加記録する

大 平 仁 夫

kidonoi)の愛知県内の分布地は、 原記載以降のは ◇農田市広瀬の山林， 1 d', 29-IV-2008. 大平採集。

大平(2008)が岡崎市額田地域の切山、 雨山、 烏 ◇豊田市花見沢町の山林， 18-VI-2008， 大平採集。

川、 保久を記録したが、 2008年の豊田市史資料調

査の資料の中に、 以下の標本が見出されたので、
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愛知県では主として三河地方の山地で見出され

ており、 三国山では大平(1994)が記録している。

「三河高原牧場」(23-V-2008)

東大林町の県営「三河高原牧場」は、 近くにキ

ャンプ場やハイキングコー スや池などもあり、 標

高は500m内外であるが、 広大な牧場は高原気分

が満喫できる場所である。 ここからの本科の種は

今までに記録されていないと思われる。

l. Agrypnus binodulus binodulus 

(Motschulsky, 1861)サビキコ(46'衣5早早）

各地に普通の種である。

2. Ampedus tamba Kishii, 1976

タンバクロコメッキ(26'6')（図1, 2)

体長7mm内外で黒色の小形種である。 三河地方

には本種に類似した種が他にも記録されている

が、種名についてはさらに調査が必要であるので、

ここでは上記種として記録するに留める。 この学

名では面J木峠産を大平(1966)が図示して報告

している。

3. Ampedus hypogastricus hypogastricus

(Candeze, 1873)アカハラクロコメッキ（16'1年）

幼虫が松の朽木に入る普通種であるが、 最近の

松枯れの減少で幼虫が入る朽木が少なくなり個体

数が激減し、 むしろ珍種になっている。

4. Dolerosomus gracilis (Candeze, 1873) 

キバネホソコメッキ（16'3早早）

春から初夏にかけて雑木林の花上で見られる。

5. Vuilletus viridis subopacus (Nakne, 1959)

コミドリヒメコメッキ(1早） （図1, 3)

通に見られた種であったが、 最近では里山周辺で

は見ることが困難に近い状態になっており、 ここ

ではやっと1個体を見出したのみである。 幼虫は

コケの下側に生息することが判明している。

6. Melanotus annosus Candeze, 1865

クロツヤクシコメッキ(16')

牧草地や河川敷などの開けた場所で見出される

種である。

7. Melanotus correctus correctus Candeze, 1865

ヒラタクロクシコメッキ

山地の雑木林に多い種である。

8. Melanotus senilis senilis Candeze, 1865

クロクシコメッキ(lt)

畑地や牧草地に多い種である。

9. Melanosus erythropygus Candeze, 1873 

コガタクシコメッキ(16'1早）

雑木林に普通の種で、成虫は栗の花にも集まる。

10. Ectinus sericeus sericeus (Candeze, 1878)

カバイロコメッキ(20exs.)

雑木林性の種である。 幼虫は土壌中に生息し、

牧草や栽培植物の根茎に入ると云われている。 牧

場の林縁に多く見られた。

引用文献

大平仁夫(1994)三河三国山のコメッキムシ。 佳香蝶．

46 (177) : 7-9. 

--------------- (1996)稲武町史自然ー資料蝙（コメッキムシ

科） ：203-209. 

--------------- (1996)三河地方から採集されるコメッキムシ

について(14).佳香蝶48 (187) : 33-34. 

「昭和の森」(21-IV-2008)

l. Cryptalaus berus (Candeze, 1865)

ウバタマコメッキ（1り2幼虫）

2. Ampedus hypogastricus hypogastricus

(Candeze, 1870)アカハラクロコメッキ(1早）

3. Dolerosomuus gracilis (Candeze. 1873)

キバネホソコメッキ(2早早）

大 平 仁 夫

4. Melanotus cete cete (Candeze, 1860) 

アカアシオオクシコメッキ（l早）

5. Melanotus koikei Kishii et Ohira, 1956 (1 t t

ヒラタクシコメッキ(lt)
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大平(1985)にある国道1号線矢作橋付近は掛 吉鶴靖則氏に謝意を表する。

け替え工事中であり、 それから下流域の河川敷き 参考文献

の砂地帯は草地化が著しいのか、 生息が確認でき 河路掛吾(1989)佳香蝶41 (157) : 14. 

ていない。 大平仁夫(1985)新編岡崎市史 14（自然） ：1071 

終わりに文献を御教示いただいた蟹江 昇氏と

，

岡崎市におけるミツノエンマコガネの分布について

鈴 木 栄

ミツノエンマコガネOn thophagus tricornis

Wiedemann（図l)は日本に産するエンマコガネ

の仲間では最大の種である。

愛知県では庄内川、 矢作川、 豊川などの河川沿

いに分布を広げているといわれている。 矢作川で

は豊田市内の各地で普通に見られ、 最上流部は旭

町に達するという。

筆者は岡崎市内の矢作川を中心に本種の分布を

魚肉のベイトトラップにより調査する機会を得た

ので、 その結果を報告する。

1 調査期間 2008年6月9日から7月24日

2 調査地点と採集結果（図2参照）

矢作川右岸

A 豊田市畝部東町 06-W-08 3早

B 岡崎市北野町 06-W-08 1 d'

c 岡崎市矢作町 Ol-W-08 1早

D 岡崎市渡町 Ol-W-08 14 d'3早

E 岡崎市下佐々木町 Ol-W-08 3d'2早

矢作川左岸

F 岡崎市細川町

G 岡崎市仁木町

H 岡崎市八帖南町

I 岡崎市赤渋町

J 岡崎市上青野町

k 西尾市志貴野町

矢作川支流青木川

L 岡崎市東阿知和町

矢作川支流乙/II

M 岡崎市丸山町

10-VII -08 3 l'1早

09-VI -08 3 6' 

20-VI-08 1 J'1早

14-VI-08 3 d'1早

29-VI-08 l早

09-VI-08 1早

14-VI-08 4d'3早

10-VII -08 4 6'1早

10-VIl-08 採集できず

k
 

図1.ミツノエンマコガネ

図2.ミツノエンマコガネの採集地点

N 岡崎市茅原沢町 24-Vll-08 採集できず

3 岡崎市における分布について

•岡崎市を流れる矢作川の全域にわたって採集す

ることができた。

・ 支流の乙川は約30年前には記録があるものの、

今回は採集できな かった。

4 参考文献

大平仁夫(1985)新編岡崎市史14．（自然）岡崎市の甲虫類：

1024-1096 

岩月 学(2005)心田市自然環境基礎調査VII昆虫類：224-

225 
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刈谷市北部でコムラサキを記録
小 鹿 〒

箪者は、 刈谷市の北部では記録が少ないと思わ

れるコムラサキApaturametis substitutaを、 愛

知教育大学の西側に位置する草野池で採集してい

るので、 本種の分布記録として報告する。

〈デー タ〉2008年8月30日 刈谷市井ヶ谷町草野

池 l 6'目撃， 2008年9月14日；26'6', 他に4

りり目撃。

前翅・後翅の状態や採集時期などから、 明らか

に第3化の成虫と考えられる。草野池の周囲には、

あまり多くはないももの、 カワヤ ナ ギSalix

gilgianaが見られ、 これに発生しているようであ

り、 成虫もその周辺で見られ、 枝先に止まって、

近くに侵入する他の個体を追い出す占有行動を行

っているようすが見られた。 なお、 近くには境川

があり、 その堤防や河川敷にはヤナギ類が見られ

ることから、 連続した発生地になっているものと

（写真1)

調査標本：岡 崎 市 一 色、

31- VII -2006, 金田採巣。

(5exs.) 

県内では 2番Hの記録と

思われる。 桜の立ち枯れに

飛来していた。 写真1.アオヤビハナノミ

刈谷市草野池産コムラサキ6' 2008年9月14日

考えられる。

写真の個体を含めて数個体を目撃しているが、

逍伝型のクロコムラサキの表現形質をもつものは

観察できなかった。

岡崎市内でハナノミ類の甲虫2種を採集

筆者は愛知県岡崎市一 色において、 下記の2種 調査標本：岡崎市一 色 ， 31-

のハナノミ類の甲虫を採集したので記録する。 Vll-2006.金田採集。(6exs.)

l.アヤオビハナノミ 県内では初記録と思われ

Glipa ohgushii (Chujo) L し／ る。 上記と同じ桜の立ち枯

金 田 吉 -
E

れに飛来していた。

なおこれら2種のハナノ

ミ類は、「西三河野生生物

研究会通信No.3」に短報と

して生態を中心に報告した写真2.ミツホシハナノミ
が、 詳しいデー タが記録されていないので、 ここ

に改めて報告することにした。 終わりに、 この記

2.ミツオホシハナノミ 録の報告を勧めていただいた、 大平仁夫先生に感

Hoshihananomia mitsuoi Nakane et Nomura 謝申し上げます。

（写爽2)
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参考・引用文献

穂租俊文ほか(1990)愛知県の昆虫（上） ：277'no. 4). 

（愛知県）

黒沢良彦ほか(1985)原色日本甲虫凶鑑(ill) : 379 (no 

26), 383 (no. 7).（保育社）

金田古高（2008)愛知県岡崎市にてアヤオビハナノミ・ミ

ツオホシハナノミを同時観察，西三河野生生物研究会

通信，（3) : 3.

宝飯郡御津町（現・豊｝1|市）の埋立地でセマルケシマグソコガネを採集
春 田 祥 博

三河湾造成地の昆虫については、本会の山崎隆

弘氏や浅岡孝知氏を中心に

調査が続けられているが、

籠者は2007年7月に宝飯郡

御津町佐脇浜（現・豊川市）

においてセマルケシマグソ

コガネを多数確認している

ので報告しておく。

本種は体長2~3mm程度のセマルケシマグソコガネ

小型のフン虫で、 河川敷や海岸などに生息し、 通

年姿を見られる普通種である。採集法は砂浜の植

物の根際を飾で掬って採るのが定法であるが、 漂

着物の下などにも集まり、灯火にもよく飛来する。

生態は謎の部分が多く、 フン虫と言ってもフンに

は集まらない。

セマルケシマグソコガネ

Psammodius convexus

愛知県宝飯郡御津町佐脇浜（現・豊川市御津町

佐脇浜）3- Vll-2007.lex. 23- Vll-2007.3exs. 26- VII-

2007,3exs. 27-Vll-2007,2exs. 30-Vll-2007,6exs. 

採集場所は筆者の勤務先で、 灯火に飛来してい

た個体を採集した。

ここで働くようになって10年になるが、 夏は夜

勤の休憩中に敷地内の灯火を見て回るのが日課に

なっている。しかし本種の姿を見たのはこの年が

初めてで、 7月は連日多数の個体が飛来した （記

録は持ち帰って標本にした数のみ）。

しかし8月に入るとパッタリと姿が見られなく

なり、 翌2008年は2006年までと同様に 1頭も姿を

見ることはなかった。

したがって2007年7月のこの大罷発生は、 台風

の影響や土砂の移入などで他地域から運ばれてき

ただけだったのかもしれないが、 今後も注意深く

本種の調査をしていきたいと思っている。

愛知県奥三河地方のタマムシ類2種の記録
城 殿 生

口

‘
、
I

筆者は奥三河地方で、 記録の少ない下記の2種の 〇北設楽郡富山村茶臼山。多数， 24-VI-2005. 

タマムシ類を採梨しているのでここに記録する。 クマシデをスウィ ー ピングして見出した。 他に

1.ホソクリタマムシToxoscelus matobai Toyama 静岡県浜松市佐久間町竜頭山からも得ている。 蟹

〇北設楽郡設楽町段戸裏谷。lex.,27-VII-2008. 江・戸田(2008)は面ノ木峠、 茶臼山、 段戸裏谷、

ブナ（喬木）をスウィ ー ピングして見出した。 盟田市六所山から記録されている。

蟹江・戸田(2008)は豊田市稲武町面ノ木峠か 引用文献

ら記されている。 蟹江 登·戸田尚希（2008)愛知県のタマムシ。

2.ダイミョウナガタマムシ 佳香蝶， 60 (234) : 207-230. 

Agrilus daimio Obenberger
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豊川市御津山で得られたフン虫

旧・宝飯郡御津町(2008

年1月、 豊川市に編人合併）

にある御津山は、 標高わず

か94mの山であるが、 夏に

なると多くの家族連れがカ

プトムシやクワガタの採集

に訪れる、 地元では有名な

贔

． 
採集スポットである。 マメダルマコガネ

この山からの甲虫の記録としては、山崎(1977)、

松野(1979) などがあるが、 フン虫類については

両氏が山麓の灯火で採集されたミツノエンマコガ

ネの記録があるのみである。

箪者は2007年と2008年にこの山で下記の3 種の

フン虫を採集しているので、 記録しておきたい。

1. コ ブマルエンマコガネ

Onthophagus (Gibbonthophagus) atripennis 

l-Vlll-2007, 4exs.

普通種。 動物のフンだけでなく、 腐敗動植物質

にも集まる。 筆者は車道脇の哺乳類や爬虫類の干

からびた楳死骸の下から採集した。

2. センチコガネ

Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus

春 田 祥 博

2-Vlll-2008, lex.

同じく普通種。 フンや腐敗動植物質、 更には樹

液にも集まるなど雑食性が強い。 水で希釈した酢

酸を入れたピットフォ ー ル ・ トラップ（以下TP)

にて採集した。

3. マメダルマコガネ

Panelus parvulus 2-Vlll-2008, 2exs. 

本種は体長2~3mm程度の小型種であるが、 日本

で唯一、 あのスカラベのように逆立ちをしてフン

玉を転がす姿が確認されている、 正真正銘の「ふ

んころがし」で雑食性が強い。 PTにて採集。

最後に、 マメダルマコガネの生息環境及びPT

につてアドバイスを頂いた戸田尚希氏に感謝申し

上げる。

参考文献

山崎隆弘，1977. 宝飯郡御津山の採集品について ，

三河の昆虫19 : 73-76. 

松野更ー，1979. 御津山のコガネムシ ，

こめつきむし1 : 11-13 

(〒440-0085豊橋市下地町5-1

リーズ・昆虫と私

虫採り小僧が虫採り少年となり、 虫採り青年を にもならない、 何の足

経て今や虫採り中年・虫採りオヤジとなった。 一 しにもならない営みを、

番古い標本の日付を「正式な」ムシ屋としての出 「趣味」などという教養

発点と考えると、 経歴は35年を超えている。 行動

範囲はほとんど三遠南信に限られ、 思えば年数だ

けが無駄に長い。

若い頃、 ムシ屋の転機は、 進学・就職・結婚と

言われたものであるが、 幸い三つの関門を転ばな

いで通り抜けることができた。 こうした一 文の得

主義的というか、 上昇

志向が強い言葉で表現

するのは野暮であろう。

やはり「道楽」がふさ

わ しい。 虫採り中年は

程なく虫採り老人・虫

白 井 和 伸

南アルプス ・ 聖岳を背に
(1995年8月， 於赤石岳）
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採りジジイとなるが、足腰達者で一生の道楽にし

たいものである。

―-
,
-

→
新シリーズ・昆虫と私(4)

·9
,

、
一

二
ごiii

亨”

^
P虚 木 栄

もう数が増えることのなくなってしまったチョ

ウの標本箱には、1969年6月14日採集のミドリシ

ジミと同日採集のヒメヒカゲがあります。両種と

もに岡崎市大幡町で採ったもので、生物部員だっ

た裔校時代に独りで名鉄に乗り、本宿駅まで出か

けて得たことを今でも鮮明に記憶しています。

ほぼ40年前の記憶が確かなのはどうしてでしょ

うか。たぶん、目指すものが得られたという満足

感で心躍るという経験が、その虫を見るたびに起

こり、強固な記憶になっていくためでしょう。昆

虫のもつ不思議な魅力の一つだと思います。

「虫を “ 見る”

快楽を放棄したまま一生を終え

る人は、ほとんどバカ

に見える」とは、生物

学者の池田清彦さんの

言葉だそうですが、こ

れからの私のできるこ

と は、 子ど も たちに

「虫を見るきっかけ」を

つくってやることだと

思っています。

一
呈
菩iiif―ー

冷～^
｀
□-早新シリーズ・昆虫と私(5):

尾 崎 俊 寛

10年程前に現在の大館市に移りましたが，それ

までは弘前氏に住んでいて， 今でも採集調査は青

森県が中心です。今回，大平仁夫会長の御依頼が

ありましたので ， 東北地方の秋田県に在住の会員

ですが，箪を執らせていただきました。

カミキリ採集のために訪れた信州の御嶽山で渡

辺昭彦氏に会ったことがきっかけとなり， コメッ

キムシを調べるようになりました。1983年のこと

です。丁度，大平先生が下山健作氏と共著で青森

県のコメッキムシ類についての論文を発表され始

めた頃で，保育社の甲虫図鑑も85年に出版され，

知りたいと思う情報が増えた時期と重なったこと

は幸運でした。そして「青森県産コメッキムシ分

布資料」（渡辺・尾崎 ， 1985)を残すことができ

ました。しかし， 名前だけの共著者でしたので，

今後は文献や各地の情報を少しずつでも集めなく

てはという思いを強く感じたものでした。

大 平 先生を訪ねて

「三河昆虫研究会」に入

会させていただいたの

は88年のことです。以

来， 大平先生には標本

の同定を始め，新種の

コメッキムシを記載し［
t

ていただいたり， 分類

の専門家とのやり取り

を教わる等，多くの御教示に与りました。

現在「宮城県のコメッキムシ」を纏めようと準

備を進めていますが， できる限り精度の高いもの

を作って，これまでの御恩に少しでも報いること

ができればと思っています。

．
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「三河昆虫研究会」の規約

1.名 称 本会は「三河昆虫研究会」と称する。

2.目 的 本会は会員相互の交流を図り， 地域の昆虫類を調査研究し， 生物多様性のある自然

環境の保全に寄与することを目的とする。

3.事 業 本会は次の事業を行う。

l． 会報「三河の毘虫」と不定期の連絡紙「通信」を発行する。

6.その他

7.事務所

2.その他会で必要として認められた事業を行う。

4． 役 貝 会長1名， 副会長1名． 会計1名 ． 会計監査1名を置く。

5.会 計 会の運営は会費． 寄付金． 会誌の売却 ． その他の収入で運営する。

会計年度は毎年1月1日から12月31日とする。

会費は年3,000円とする。（但し2年以上未納の場合は自然退会とする）

会は年1回の総会を開き会の主要事項は総会の総意で決める。

事務所は下記に置く

〒444-3511岡崎市舞木町狐山6-4大平仁夫方 (0564-48-4368)

三河昆虫研究会（郵便振替口座：00830-9-14465)

＝投稿規定＝

1.原稿は1行22字2段組とし． プリンタ ー で作成し． フロッピ ーをそおえる。 短報などは手書きで

も可能。 図は当分の間白黒写真。 自費負担の場合はカラ ー 印刷もできる。

2.原稿は印刷頁4頁以内で作成し， これを越えた分は個人負担とする（頁あたり6,000円の予定） ．

別刷代はすべて個人負担。

0この規約は2008年2月24日の総会で承認されたものです。 会長は大平仁夫さん， 副会長は山崎隆弘さん，

会計監査は浅岡孝知さん。 そのご， 会長依頼で編焦委員に山崎隆弘さんと小鹿亨さんが担当されます。

「編集後記」

郵政民営化に伴い、 口座の査定が厳しくなりま

したので、 総会で承認された会の規約を掲載しま

した。 また、 会に併設の「三河野生動物研究会」

は解消、「西三河野生生物研究会」を(〒446-0001)

安城市里町雁戸塚l0-3小鹿登美方に置き、 三河地

方の野生生物の調査研究の拠点となりました。 こ

れからも、 会に参加してそれぞれ得意分野で活動

を支援してくださるようにお願いします。

（大平記）

ヽ

＊三河毘虫研究会への入会案内＊

三河昆虫研究会は、 会報「三河の昆虫」を年1回と連絡紙の「三河の昆虫（通信）」を複数回発 

行し、 地域の昆虫相の解明につとめています。 入会希望のかたは、 年会費3,000円を添えて申し込

みください。




